
2024.４　広報　いばらき

特　集　令和６年度　町政執行方針　当初予算
　　　こども家庭センターを設置します！
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令和６年度の主な事業

　中学校を卒業する生徒を対象に、新生活に向
けた応援給付金を給付します。

　がん治療を受けている方を対象に、外見の変
化に対するケアに係る物品の購入またはレンタ
ル費用の一部を助成します。

　

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
６
年
度
の
町
政
執

行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
及
び
令
和
６
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計

画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　指定避難所である青葉小学校に耐震性防火水
槽を設置し、災害時等に備えます。

　脱炭素社会の実現を目指し、公共施設におけ
る再生可能エネルギー設備導入に向けた調査を
行います。

　妊産婦、子育て世帯、
子どもに対して一体的に
相談支援を行う「こども
家庭センター」を新設し
ます。

学校給食費物価高騰対策
　学校給食の賄材料費について、物価高騰による
増加分を公費で負担し、学校給食費を改定せずに
子育て世帯の負担軽減を図ります。

　学校給食の賄材料費について、物価高騰による
増加分を公費で負担し、学校給食費を改定せずに
子育て世帯の負担軽減を図ります。

　学校給食の賄材料費について、物価高騰による
増加分を公費で負担し、学校給食費を改定せずに
子育て世帯の負担軽減を図ります。

中学生の学校給食費無償化
　教育費の負担が増えてい
く中学生のいる世帯を対象
に、学校給食費を無償化し
ます。

　教育費の負担が増えてい
く中学生のいる世帯を対象
に、学校給食費を無償化し
ます。

　教育費の負担が増えてい
く中学生のいる世帯を対象
に、学校給食費を無償化し
ます。

文化的施設の整備

　文化・芸術の振興及び地域交流の拠点となる
文化的施設の整備に向け、令和６年度は建設工
事を進めます。

　文化・芸術の振興及び地域交流の拠点となる
文化的施設の整備に向け、令和６年度は建設工
事を進めます。

　文化・芸術の振興及び地域交流の拠点となる
文化的施設の整備に向け、令和６年度は建設工
事を進めます。

ブックスタート・セカンドブックの推進
　乳幼児が本と親しむ機会を作るブックスター
ト事業に加え、令和６年度から１歳６か月児健
診の受診者を対象として、オリジナル絵本を配
布するセカンドブック事業を開始します。

　乳幼児が本と親しむ機会を作るブックスター
ト事業に加え、令和６年度から１歳６か月児健
診の受診者を対象として、オリジナル絵本を配
布するセカンドブック事業を開始します。

　乳幼児が本と親しむ機会を作るブックスター
ト事業に加え、令和６年度から１歳６か月児健
診の受診者を対象として、オリジナル絵本を配
布するセカンドブック事業を開始します。

農地集積・集約化の推進
　農地の大区画化や排水改良を実施し、
担い手農家への農地集積・集約化や耕作
放棄地の解消・発生防止を推進します。

　農地の大区画化や排水改良を実施し、
担い手農家への農地集積・集約化や耕作
放棄地の解消・発生防止を推進します。

　農地の大区画化や排水改良を実施し、
担い手農家への農地集積・集約化や耕作
放棄地の解消・発生防止を推進します。

観光施設の魅力強化
　涸沼自然公園魅力アッ
プ計画に基づき、既存駐
車場の舗装整備に向け、
測量調査等を進めます。
　また、老朽化している
園内木道の修繕を行いま
す。

　涸沼自然公園魅力アッ
プ計画に基づき、既存駐
車場の舗装整備に向け、
測量調査等を進めます。
　また、老朽化している
園内木道の修繕を行いま
す。

　涸沼自然公園魅力アッ
プ計画に基づき、既存駐
車場の舗装整備に向け、
測量調査等を進めます。
　また、老朽化している
園内木道の修繕を行いま
す。

に
本
年
４
月
か
ら
は
町
内
の
中
学
校
に
在

籍
す
る
生
徒
の
学
校
給
食
費
を
無
償
化

し
、
子
育
て
支
援
と
教
育
環
境
の
充
実
に

努
め
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
生
徒
が
こ
れ
か
ら
の
時
代

を
生
き
抜
く
た
め
に
必
要
な
資
質
・
能
力

を
育
む
た
め
、
一
人
一
台
端
末
や
電
子
黒

板
等
の
利
活
用
を
推
進
し
、
更
な
る
効
果

が
得
ら
れ
る
よ
う
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
充
実
を

図
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー

ト
事
業
に
加
え
て
、
本
を
通
し
て
家
族
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
増
進
を
図
る
た

め
、
茨
城
県
内
で
は
初
め
て
の
取
り
組
み

と
な
る
、
１
歳
６
か
月
児
健
診
の
受
診
者

を
対
象
と
し
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
絵
本
を

配
布
す
る
セ
カ
ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
を
新
た

に
実
施
し
ま
す
。

　

町
民
の
文
化
・
芸
術
の
振
興
及
び
地
域

交
流
の
拠
点
と
な
る
「
新
た
な
文
化
的
施

設
」
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和
３
年
８

月
に
策
定
し
た
「
基
本
構
想
」
に
基
づ

き
、
２
か
年
の
継
続
事
業
と
し
て
令
和
６

年
度
か
ら
建
設
工
事
に
着
手
し
て
、
円
滑

な
進
捗
に
努
め
ま
す
。

　

今
後
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
結
果
に

加
え
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
提
案

さ
れ
た
参
加
者
か
ら
の
意
見
等
を
参
考
に

し
、
施
設
の
管
理
及
び
運
営
に
つ
い
て
の

具
体
的
指
針
と
し
て
策
定
さ
れ
た
管
理
運

営
計
画
を
も
と
に
、
開
館
に
向
け
た
準
備

を
進
め
ま
す
。

活
力
と
交
流
あ
ふ
れ
る
元
気
産
業
の

ま
ち

　

本
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
に
つ
い

て
は
、
今
後
と
も
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
施

策
と
し
て
位
置
づ
け
な
が
ら
、
持
続
可
能

で
生
産
性
の
高
い
農
業
を
目
指
し
て
い
き

ま
す
。

　

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
涸
沼
自
然
公

園
に
お
い
て
、
来
園
者
の
利
便
性
・
安
全

性
な
ど
の
向
上
を
図
る
た
め
、
傷
ん
だ
施

設
内
の
木
道
補
修
工
事
を
行
う
と
と
も

に
、
駐
車
場
の
舗
装
整
備
に
向
け
た
測
量

調
査
・
設
計
等
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
と
も
、
涸
沼
自
然
公
園
魅
力
ア
ッ
プ

計
画
に
基
づ
き
、
本
町
の
観
光
・
交
流
の

拠
点
と
し
て
、
人
が
集
う
魅
力
あ
る
公
園

づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

　

環
境
省
が
設
置
主
体
と
な
っ
て
整
備
す

る
水
鳥
・
湿
地
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
は
、

引
き
続
き
国
と
緊
密
に
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
令
和
６
年
秋
頃
の
オ
ー
プ
ン
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

未
来
へ
の
生
活
基
盤
が
整
っ
た
ま
ち

　

町
道
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
新
た
な
ア

ク
セ
ス
道
路
と
し
て
整
備
計
画
を
進
め
て

き
た
小
鶴
地
内
町
道
２
０
９
号
線
に
つ
い

て
令
和
６
年
度
に
用
地
測
量
を
行
い
、
事

業
推
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長
岡
地
内

町
道
１
０
２
９
号
線
の
道
路
改
良
工
事

や
、
同
地
区
内
の
町
道
１
０
９
１
号
線
の

道
路
排
水
整
備
工
事
に
つ
い
て
、
早
期
の

供
用
開
始
を
目
指
し
、
引
き
続
き
推
進
を

図
っ
て
い
き
ま
す
。
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令和６年度の主な事業令和６年度の主な事業令和６年度の主な事業

　中学校を卒業する生徒を対象に、新生活に向
けた応援給付金を給付します。
　中学校を卒業する生徒を対象に、新生活に向
けた応援給付金を給付します。
　中学校を卒業する生徒を対象に、新生活に向
けた応援給付金を給付します。

高校生等新生活スタート応援給付金の給付

　がん治療を受けている方を対象に、外見の変
化に対するケアに係る物品の購入またはレンタ
ル費用の一部を助成します。

　がん治療を受けている方を対象に、外見の変
化に対するケアに係る物品の購入またはレンタ
ル費用の一部を助成します。

　がん治療を受けている方を対象に、外見の変
化に対するケアに係る物品の購入またはレンタ
ル費用の一部を助成します。

がん患者の支援

令
和
６
年
度

町
政
執
行
方
針

　

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
６
年
度
の
町
政
執

行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
及
び
令
和
６
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計

画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
６
年
度
の
町
政
執

行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
及
び
令
和
６
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計

画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
６
年
度
の
町
政
執

行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
及
び
令
和
６
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計

画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

こども家庭センターの設立

　指定避難所である青葉小学校に耐震性防火水
槽を設置し、災害時等に備えます。
　指定避難所である青葉小学校に耐震性防火水
槽を設置し、災害時等に備えます。
　指定避難所である青葉小学校に耐震性防火水
槽を設置し、災害時等に備えます。

耐震性防火水槽の設置
　脱炭素社会の実現を目指し、公共施設におけ
る再生可能エネルギー設備導入に向けた調査を
行います。

　脱炭素社会の実現を目指し、公共施設におけ
る再生可能エネルギー設備導入に向けた調査を
行います。

　脱炭素社会の実現を目指し、公共施設におけ
る再生可能エネルギー設備導入に向けた調査を
行います。

カーボンニュートラルの推進

　妊産婦、子育て世帯、
子どもに対して一体的に
相談支援を行う「こども
家庭センター」を新設し
ます。

　妊産婦、子育て世帯、
子どもに対して一体的に
相談支援を行う「こども
家庭センター」を新設し
ます。

　妊産婦、子育て世帯、
子どもに対して一体的に
相談支援を行う「こども
家庭センター」を新設し
ます。

　学校給食の賄材料費について、物価高騰による
増加分を公費で負担し、学校給食費を改定せずに
子育て世帯の負担軽減を図ります。

　教育費の負担が増えてい
く中学生のいる世帯を対象
に、学校給食費を無償化し
ます。

　文化・芸術の振興及び地域交流の拠点となる
文化的施設の整備に向け、令和６年度は建設工
事を進めます。

　乳幼児が本と親しむ機会を作るブックスター
ト事業に加え、令和６年度から１歳６か月児健
診の受診者を対象として、オリジナル絵本を配
布するセカンドブック事業を開始します。

　農地の大区画化や排水改良を実施し、
担い手農家への農地集積・集約化や耕作
放棄地の解消・発生防止を推進します。

　涸沼自然公園魅力アッ
プ計画に基づき、既存駐
車場の舗装整備に向け、
測量調査等を進めます。
　また、老朽化している
園内木道の修繕を行いま
す。

健
や
か
で
や
さ
し
い
健
康
・
福
祉
の

ま
ち

　

子
ど
も
の
育
ち
を
社
会
全
体
で
支
え
、

安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
こ
れ
を
総
合
的
か
つ
計
画
的

に
推
進
す
る
た
め
の
指
針
と
な
る
「
茨
城

町
第
３
期
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。

　

子
育
て
や
少
子
化
に
迅
速
か
つ
効
率
的

に
対
応
す
る
た
め
、
本
年
４
月
よ
り
現
在

の
こ
ど
も
課
を
本
庁
舎
か
ら
町
総
合
福
祉

セ
ン
タ
ー
「
ゆ
う
ゆ
う
館
」
に
移
し
、
こ

ど
も
課
内
に
「
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

を
新
た
に
設
置
し
ま
す
。
セ
ン
タ
ー
で

は
、
妊
娠
か
ら
子
育
て
に
係
る
支
援
等
、

子
育
て
及
び
少
子
化
に
関
わ
る
相
談
業

務
、
虐
待
や
貧
困
な
ど
の
相
談
に
係
る
業

務
を
一
体
的
に
進
め
て
い
き
ま
す
。

　

地
域
福
祉
の
推
進
に
つ
い
て
は
、
す
べ

て
の
町
民
が
と
も
に
支
え
合
い
、
誰
も
が

住
み
慣
れ
た
町
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
地
域
づ
く
り
を
目
指
し
、
「
茨

城
町
第
４
期
地
域
福
祉
計
画
・
地
域
福
祉

活
動
計
画
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

快
適
で
安
全
・
安
心
な
生
活
環
境
の

ま
ち

　

清
潔
で
魅
力
あ
る
快
適
な
生
活
環
境
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
総
合
的
な
環
境

保
全
対
策
及
び
ご
み
処
理
等
環
境
衛
生
対

策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
２
０
５
０
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
の
実
現
を
目
指
し
、
公
共
施
設
に
お

け
る
太
陽
光
発
電
設
備
導
入
に
つ
い
て
調

査
を
行
う
と
と
も
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
活
用
を
行
う
べ
く
施
策
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
茨
城
地
方
広
域
環
境
事
務
組
合

が
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
る
、
し
尿
処
理

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
新
広
域
し
尿
処
理

施
設
整
備
の
事
業
主
体
と
し
て
、
本
年
４

月
１
日
に
茨
城
町
と
笠
間
市
の
１
市
１
町

を
構
成
団
体
と
し
た
「
茨
城
県
央
環
境
衛

生
組
合
」
を
設
立
し
、
処
理
過
程
に
お
い

て
発
生
す
る
残
滓
の
資
源
活
用
を
目
指
し

な
が
ら
環
境
に
配
慮
し
た
施
設
整
備
を
進

め
ま
す
。

　

防
災
対
策
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
強
い

安
全
・
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
地
域
防
災
力
の
更
な
る
強
化
に
向
け

た
総
合
的
な
防
災
体
制
の
確
立
を
図
り
ま

す
。
地
域
防
災
の
要
と
な
る
自
主
防
災
組

織
の
活
動
支
援
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た

め
、
防
災
訓
練
や
研
修
会
へ
の
参
加
を
促

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
社
会
環
境
の
変
化
に
対
応

し
た
交
通
安
全
対
策
、
防
犯
対
策
、
消
費

者
対
策
な
ど
を
推
進
し
、
町
民
の
安
全
・

安
心
な
生
活
環
境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

次
代
を
担
う
人
を
育
む
教
育
・
文
化

の
ま
ち

　

子
育
て
世
帯
の
経
済
的
負
担
軽
減
を
図

る
た
め
、
学
校
給
食
に
つ
い
て
は
、
従
来

か
ら
食
材
費
の
物
価
高
騰
分
を
公
費
で
負

担
し
、
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
が
、
更

ざ
ん
し
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令和６年度の主な事業

　中学校を卒業する生徒を対象に、新生活に向
けた応援給付金を給付します。

　がん治療を受けている方を対象に、外見の変
化に対するケアに係る物品の購入またはレンタ
ル費用の一部を助成します。

　

３
月
定
例
議
会
で
小
林
宣
夫
町
長
が
示
し
た
、
令
和
６
年
度
の
町
政
執

行
方
針
の
概
要
を
お
伝
え
し
ま
す
。

　

現
在
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
ま
ち
づ
く
り
の
方
針
及
び
令
和
６
年
度
の

予
算
編
成
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
に
つ
い
て
、
第
６
次
総
合
計

画
の
分
野
目
標
ご
と
に
説
明
し
ま
す
。

　指定避難所である青葉小学校に耐震性防火水
槽を設置し、災害時等に備えます。

　脱炭素社会の実現を目指し、公共施設におけ
る再生可能エネルギー設備導入に向けた調査を
行います。

　妊産婦、子育て世帯、
子どもに対して一体的に
相談支援を行う「こども
家庭センター」を新設し
ます。

　学校給食の賄材料費について、物価高騰による
増加分を公費で負担し、学校給食費を改定せずに
子育て世帯の負担軽減を図ります。

　教育費の負担が増えてい
く中学生のいる世帯を対象
に、学校給食費を無償化し
ます。

　文化・芸術の振興及び地域交流の拠点となる
文化的施設の整備に向け、令和６年度は建設工
事を進めます。

　乳幼児が本と親しむ機会を作るブックスター
ト事業に加え、令和６年度から１歳６か月児健
診の受診者を対象として、オリジナル絵本を配
布するセカンドブック事業を開始します。

　農地の大区画化や排水改良を実施し、
担い手農家への農地集積・集約化や耕作
放棄地の解消・発生防止を推進します。

　涸沼自然公園魅力アッ
プ計画に基づき、既存駐
車場の舗装整備に向け、
測量調査等を進めます。
　また、老朽化している
園内木道の修繕を行いま
す。
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町税
40億2,125万円

繰出金
14億701万円

その他
6億2,927万円

扶助費
24億7,634万円

人件費
26億9,661万円

公債費
9億2,803万円

補助費等
16億9,242万円

物件費
20億1,691万円

普通建設事業費
30億2,841万円

繰入金
10億1,250万円

その他
8億1,997万円国県支出金

37億3,397万円

その他
11億4,941万円

町債
12億7,750万円

地方交付税
28億6,040万円

予算総額　259億1,490万円(前年度比 +9.0％)
一般会計 148 億 7,500 万円 ( 前年度比 +16.6％)         
特別会計及び企業会計 110 億 3,990 万円 ( 前年度比 +0.3％)   
　令和６年度の茨城町一般会計予算は、148億7,500万円で、前年度より21億1,300万円の増、過去最大
となりました。充実した予算とするため、限りある財源をより効果のある事業へ重点的に配分しました。

令和６年度の当初予算を紹介しますす

一般会計

特別会計及び企業会計 地方消費税社会保障財源分の使い道

歳入 歳出

自主財源：町が自主的に調達するお金
　町　　税…皆様に納めていただく税金
　繰 入 金…町の預貯金から取り崩すお金
　そ の 他…施設使用料や証明書の発行手数料など
依存財源：国や県から補助されるお金
　国県支出金…特定の事業に対して国・県から補助され
　　　　　　　るお金
　地方交付税…他市町村との財源の均衡を保つために国
　　　　　　　から配分されるお金
　町　　　債…町が借り入れるお金
　そ　の　他…地方消費税交付金をはじめとした国から
　　　　　　　の各種交付金など

義務的経費：支出することが義務づけられた経費
　人 件 費…議員や各種委員、職員の報酬や給与等
　扶 助 費…社会福祉にかかる経費
　公 債 費…借金の返済にかかる経費
裁量的経費：政策的な判断で増減できる経費
　普通建設事業費…公共施設等の建設や改修経費
　物 件 費…事務費や備品購入、委託等の消費的経費
　補助費等…他団体や町民の皆様に対する現金的給付の
　　　　　　経費
　繰 出 金…特別会計に対して支出する経費
　そ の 他…預貯金への積立金、維持補修費などの経費

歳入用語 歳出用語

　消費税の一部は市町村に配分され、社会保障財源分
として社会保障経費に充当することとされています。
　その社会保障財源分は、4億2,600万円と前年度より
1,000万円減となっています。

国民健康保険特別会計
後期高齢者医療保険特別会計
介護保険特別会計
農業集落排水事業会計（３条）
農業集落排水事業会計（４条）
公共下水道事業会計（３条）
公共下水道事業会計（４条） 
水道事業会計（３条）
水道事業会計（４条）
工業用水道事業会計
　　　合　　計

　科　　目
社会福祉
社会保険
保健衛生

　合　　計

予　算　額 　
28億　545万円
14億　701万円
3億8,961万円

46億　207万円

充　当　額 　
 1億6,900万円
2億1,140万円
4,560万円

4億2,600万円

36億5,849万円
5億4,167万円
34億6,795万円
3億1,570万円
9,941万円

6億5,544万円
5億1,391万円
7億8,763万円
9億9,779万円

191万円
110億3,990万円

※企業会計は支出予定額

【社会保障経費の内訳】

町税
40億2,125万円
町税
40億2,125万円
町税
40億2,125万円

繰出金
14億701万円
繰出金
14億701万円
繰出金
14億701万円

その他
6億2,927万円
その他
6億2,927万円
その他
6億2,927万円

扶助費
24億7,634万円
扶助費
24億7,634万円
扶助費
24億7,634万円

人件費
26億9,661万円
人件費
26億9,661万円
人件費
26億9,661万円

公債費
9億2,803万円
公債費
9億2,803万円
公債費
9億2,803万円

補助費等
16億9,242万円
補助費等
16億9,242万円
補助費等
16億9,242万円

物件費
20億1,691万円
物件費
20億1,691万円
物件費
20億1,691万円

普通建設事業費
30億2,841万円
普通建設事業費
30億2,841万円
普通建設事業費
30億2,841万円

繰入金
10億1,250万円
繰入金
10億1,250万円
繰入金
10億1,250万円

その他
8億1,997万円
その他
8億1,997万円
その他
8億1,997万円国県支出金

37億3,397万円
国県支出金
37億3,397万円
国県支出金
37億3,397万円

その他
11億4,941万円
その他
11億4,941万円
その他
11億4,941万円

町債
12億7,750万円
町債
12億7,750万円
町債
12億7,750万円

地方交付税
28億6,040万円
地方交付税
28億6,040万円
地方交付税
28億6,040万円

自
主
財
源

依
存
財
源

義
務
的
経
費

裁
量
的
経
費

60.6％
 39.4％

59.0％
41.0％

【問合せ先】財政課　☎ 029－240－7123（直通）
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国
道
・
県
道
な
ど
の
幹
線
道
路
に
つ
い

て
は
、
地
域
住
民
の
日
常
的
な
生
活
道
路

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
う
と
と
も
に
、

本
町
内
の
工
業
団
地
等
に
進
出
す
る
企
業

な
ど
の
経
済
活
動
を
支
え
る
不
可
欠
の
社

会
基
盤
で
す
。
国
の
「
防
災
・
減
災
、
国

土
強
靭
化
の
た
め
の
５
か
年
加
速
化
対

策
」
や
県
の
道
路
整
備
計
画
な
ど
と
も
緊

密
に
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

国
道
６
号
の
整
備
に
つ
い
て
は
、
令
和

５
年
12
月
に
小
鶴
西
交
差
点
周
辺
改
良
事

業
が
完
成
し
た
こ
と
に
よ
り
、
事
故
の
低

減
や
渋
滞
解
消
へ
の
効
果
が
表
れ
つ
つ
あ

り
ま
す
。
事
業
区
間
の
更
な
る
延
伸
を
求

め
、
町
内
全
区
間
が
で
き
る
だ
け
早
期
に

４
車
線
化
で
き
る
よ
う
、
関
係
自
治
体
と

も
協
力
し
て
積
極
的
な
要
望
活
動
を
行
っ

て
い
き
ま
す
。

　
県
道
整
備
に
つ
い
て
は
、
主
要
地
方
道
大

洗
友
部
線
の
茨
城
中
央
工
業
団
地
か
ら
町
運

動
公
園
前
ま
で
の
区
間
に
お
い
て
、
令
和
６

年
３
月
に
開
通
し
た
こ
と
か
ら
、
残
り
国
道

６
号
ま
で
の
区
間
に
つ
い
て
も
、
早
期
完
成

に
向
け
た
工
事
が
急
ピ
ッ
チ
で
進
め
ら
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
主
要
地
方
道
内

原
塩
崎
線（
長
岡
中
山
バ
イ
パ
ス
）や
一
般
県

道
宮
ヶ
崎
小
幡
線
な
ど
の
各
路
線
に
つ
い
て

も
、
渋
滞
解
消
や
歩
行
者
の
安
全
対
策
の
観

点
か
ら
、
県
と
協
力
・
連
携
を
図
っ
て
推
進

し
て
い
き
ま
す
。

　

Ｄ
Ｘ
推
進
に
つ
い
て
は
、
本
年
２
月
に

策
定
し
た
「
茨
城
町
Ｄ
Ｘ
推
進
計
画
」
に

基
づ
き
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
Ａ
Ｉ
等
の
活

用
に
よ
り
、
町
民
の
利
便
性
の
向
上
と
業

務
の
効
率
化
を
図
る
べ
く
、
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
構
築
が
進
む
中
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

※

Ｄ
Ｘ（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）と
は

…

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、
社
会
や
生
活
の

　

形
を
変
え
る
こ
と
。

み
ん
な
の
力
で
つ
く
る
自
立
し
た
ま
ち

　

郷
土
を
愛
す
る
心
や
人
を
思
い
や
る
温

か
さ
な
ど
、
豊
か
な
人
間
性
を
有
す
る
本

町
の
誇
る
町
民
性
を
生
か
し
な
が
ら
、
町

民
、
各
団
体
、
民
間
企
業
、
大
学
等
の
積

極
的
な
参
画
及
び
協
働
を
促
し
、「
全
員
参

加
」に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

　

ま
た
、
行
政
改
革
に
つ
い
て
は
、「
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
と
協
働
の
推
進
」、

「
デ
ジ
タ
ル
化
に
よ
る
業
務
の
効
率
化
と

民
間
委
託
の
推
進
」及
び「
持
続
可
能
な
財

政
運
営
」を
目
標
に
据
え
て
、
第
６
次
行

政
改
革
大
綱
の
策
定
を
進
め
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
今
後
は
、
本
大
綱
に
基
づ
き
、

変
革
す
る
時
代
の
要
請
に
も
迅
速
に
応
え

ら
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
引
き

続
き
改
革
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。　

　

最
後
に
、
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
こ

と
が
本
町
の
最
重
要
課
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
か
ら
、
令
和
５
年
に
少
子
化
・
人
口

減
少
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
本
チ
ー
ム
で
取
り
ま
と
め

る
施
策
案
を
基
に
、
既
存
施
策
の
強
化
・

充
実
を
図
る
と
と
も
に
、
新
規
施
策
に
つ

い
て
も
検
討
を
行
い
な
が
ら
、
「
第
３
期

茨
城
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略
」
を
策
定
し
て
い
き
ま
す
。

　国際交流協会の設立や友好交流都市締結を進め、
国際社会で活躍できる人材の育成とともに、町内
在住外国人に対して、必要な日本語や情報を提供
します。

国際交流の強化

　花による環境美化への取り
組みをさらに発展させるため
に策定した「花のまちづくり
推進計画（花まちプラン）」
に基づき、人と人が交流する
美しいまちづくりを進めます。

　婚姻した世帯を対象に、住宅取得費用、家賃、
引っ越し費用等を新たに給付します。
※令和６年１月１日～令和７年３月31日の間に婚
　姻届が受理された夫婦が対象となります。

　若者世帯や子育て世帯が住宅を建築購入する際
に補助金を給付し、移住定住を促進します。

花のまちづくりの推進

結婚新生活支援補助金の給付 移住者新築住宅等取得補助金の給付

町税
40億2,125万円

繰出金
14億701万円

その他
6億2,927万円

扶助費
24億7,634万円

人件費
26億9,661万円

公債費
9億2,803万円

補助費等
16億9,242万円

物件費
20億1,691万円

普通建設事業費
30億2,841万円

繰入金
10億1,250万円

その他
8億1,997万円国県支出金

37億3,397万円

その他
11億4,941万円

町債
12億7,750万円

地方交付税
28億6,040万円
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地方交付税
28億6,040万円
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町総合福祉センター「ゆうゆう館」１階
４月からはこちら！

ゆうゆう館正面
入口

こども課
こども家庭センター

社会福祉協議会

健康増進課

図書館

まんま
るーむ

令和６年４月１日（月）から…
　こども課が「ゆうゆう館１階」へ引っ越します！
　健康増進課の場所が変わります！

こども課（ゆうゆう館１階）
《旧 健康増進課》

健康増進課（ゆうゆう館１階）
《旧 子育て支援センター》

☎029-240-7134

こども家庭センター

こども家庭センターグループ
☎ 029－240－7129
☎ 029－291－0980

★【子育て支援センター】
　子育てセミナー、子育て相談　など

■こどもに関する相
　談・虐待相談
■サポートプランの
　作成　など

◆母子保健事業
　妊娠届出
　パパママ教室
　乳児家庭全戸訪問
　・乳幼児健診・育
　児相談　など

◇成人保健（各種健診・検診など）
◇健康相談
◇感染症対策（予防接種、防疫）
　　　　　◇健康づくり教室
　　　　　◇ゆうゆう館
　　　　　　施設管理　など

●保育所関係
●放課後児童クラブ
●児童手当・児童扶養手当
●ひとり親の相談　など

子育て支援グループ
☎ 029－240－7144

　　　　 ◇ゆう
　　　 　　　　 施設施設　

令和 6年
　4月～
NEW

令和6年　4月～NEW

！

７ 2024.４　広報　いばらき

特集

こども家庭センターを設置します！

　こども課のこどもに関する相談・虐待相談と、健康増進課の母子保健・子育て世
代包括支援センター『にこ☆きら』が一体化します！
　妊産婦ならびに０歳から18歳までの子どもとその家庭を対象に、相談が一か所
でできるようになります。
　令和６年４月１日から執務室の場所が変更になるため、皆様にはご不便をおかけ
しますが、何とぞご理解・ご協力のほどお願いします。

【問合せ先】こども課　　☎ 029－240－7144（直通）
健康増進課　☎ 029－240－7134（直通）

こども課（茨城町役場１階）

子育て支援
センター

（ゆうゆう館１階）

■こどもに関する相談・虐待相談
　　　　　　　　　　　　　など

●保育所関係
●放課後児童クラブ
●児童手当・児童扶養手当
●ひとり親の相談　など

健康増進課（ゆうゆう館１階）

◆母子保健事業
◆子育て世代包括支援センター
「にこ☆きら」

◇成人保健（各種健診・検診など）
◇健康相談
◇感染症対策（予防接種、防疫）
◇健康づくり教室
◇ゆうゆう館施設管理　など

いままでは…

★

「まんまるーむ」で楽しく遊ぶ利用者の皆さん

62024.４　広報　いばらき



Town News
まちのできごと

　「茨城町民の日」である２月11日、旧駒場小学校体育館に
て、茨城町民の日記念式典が開催されました。式典では、小
林町長が「町民の皆様と行政が知恵と力を合わせ、協働して
まちづくりを進めていくことができれば、茨城町の明るい未
来は必ず拓ける。さらなるご支援とご協力を賜りたい。」と
あいさつ。新型コロナウイルスのワクチン接種に尽力いただ
いた医療機関等、町政発展に功績のある方々の表彰や功績者
紹介を行いました。
　第２部の人づくり講演会では、歴史作家・多摩大学客員教
授の河合敦さんが「世界一受けたい日本史の授業」と題して
講演。日本史の驚きの最新学説や意外な歴史人物たちの逸話
を紹介され、会場は盛り上がりを見せました。

町のさらなる発展を誓って

功労褒賞部門
▶自治功労
　入野　富男
　川澄　敬子
　鳥羽田　創造
　石川　祐一
　諸川　満
　浅野　操
　海老澤　昭廣
　越藤　留美子

▶治安・防災功労
　山﨑　豊重
　藤岡　正一
　江幡　武男
　髙安　一郎
　立原　紘三郎
　江幡　衛
　藤枝　賢司
　石川　峯男

▶民生・福祉功労
　石井　敏幸
　清水　正三
　医療法人社団いばらき会
　　　いばらき診療所こづる
　医療法人　宇佐神クリニック
　緒方内科循環器クリニック
　きむら内科クリニック
　桜の郷クリニック
　医療法人桜丘会
　　　脳神経外科ブレインピア桜ヶ丘
　医療法人　堀越医院
　谷口内科医院
　医療法人
　　　井出整形外科内科クリニック
　公益財団法人報恩会　石崎病院
　MED AGRI CLINIC いばらき
　独立行政法人
　　　国立病院機構　水戸医療センター
　医療法人社団博洋会　金敷内科医院

受賞者・功績者紹介  （順不同・敬称略）

令和５年叙勲・褒章受章者（敬称略・内閣府発表順）

▶スポーツ功労
　茨城町立青葉中学校女子剣道部
　久保田　美希

善行褒賞部門
▶地域善行
　長岡区
　米川　貴夫
　石田　精一

▶いばらきまち三世代同居家族賞
　関　篤さんご家族（上石崎）

高齢者叙勲　花束を受け取る
中山幹夫さん

高齢者叙勲（瑞宝双光章）

危険業務従事者叙勲（瑞宝単光章）

高齢者叙勲（瑞宝双光章）

高齢者叙勲（瑞宝双光章）

秋の叙勲（瑞宝単光章）

山口　悦郎

東﨑　早苗

和田　敏雄

中山　幹夫

細谷　志美

茨城町少年の主張　笹目凛さん（葵小６年、右）
髙橋音乃さん（青葉中３年、左）

人づくり講演会で講演される河合敦さん
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青葉小　農業や食、地産地消の大切さ学ぶ
食育・地産地消体験学習
青葉小
食育

1/24
（水）

　農業に関心を持ち、食の大切さを知ってもらおうと、ひらさわファー
ム（平澤協一代表）、ファームランドさいとう（斉藤卓也代表）、町生
活改善クラブ連合会（照山友子会長）が連携した「食育・地産地消体験
学習」が青葉小学校で行われました。
　平澤さんは毎年、総合的な学習の時間で、青葉小５年生を対象にボラ
ンティアで農業を教えています。今回の体験学習では、平澤さんの畑で
白菜の収穫を行いました。また、斉藤さんからは、米の作り方に関わる
合鴨農法や新しい農業技術についての話があり、児童たちはクイズ形式
の質問に答えながら、関心をもって学習に取り組みました。
　後日、５年生の家庭科の授業において、町生活改善クラブ連合会の皆
さんの協力のもと、平澤さんから提供された米やバケツで育てた米を
使って白米を炊き、収穫した白菜を使ったみそ汁をつくる調理実習を行
いました。当日使用した手作りみそは町生活改善クラブ連合会から提供
されたものです。
　児童たちにとって、農産物の生産・収穫から調理、食べるところまで
体験できる貴重な機会となり、自分たちで育てた米や自分で収穫した白
菜を使ったみそ汁の味に、児童たちは「新鮮でおいしい。」「稲や野菜
を育てている農家さんは大変だけどすごい。」と笑顔を見せました。

茨城町環境審議会
再生可能エネルギービジョン
策定の答申書を提出

茨城町
再生可
策定の

２/５
（月）

　茨城町環境審議会（海老澤貞雄会長）から、小林宣
夫町長に、「茨城町再生可能エネルギービジョンの策
定について」の答申が行われました。
　本ビジョンは、令和６年度から令和15年度までの
10年間を計画期間として策定するもので、町の特性
を生かした再生可能エネルギーの利活用について将来
的な方向性を示したものです。町で最も有効利用が期
待できる再生可能エネルギーは太陽光であるととも
に、農畜産業から排出される未利用資源をバイオマス
エネルギーとして利活用する方向性についても取りま
とめられました。
答申では、「ゼロカーボンシティ宣言表明自治体とし

ての自覚をもって前例にとらわれない取組」と「町民や
事業者等との連携」について、十分留意して実施するよ
う提言を行いました。町は、今後も引き続き、2050年
カーボンニュートラルの実現に向け、再生可能エネル
ギーの利用促進に関する施策を進めていきます。

ン １/28
（日）

地域の防災力向上
消防ポンプ自動車交付式（秋葉）

　防衛省の施設周辺民生安定施設整備助成事業によ
り、茨城町消防団第３分団第１部（秋葉）へ新消防ポ
ンプ自動車が整備され、茨城町消防本部にて交付式が
行われました。
　今回の消防車両は3.5トン未満のため、普通自動車
免許でも運転が可能であるという特長があります。ま
た、最新の資機材が搭載され、複雑多様化する災害で
の対応力が期待されています。秋葉消防団部長の東崎
拓也さんは「新しい消防ポンプ車を有効活用し、今後
もさらに地域防災力の強化、地域の安全安心に貢献し
ていきたい。」と意気込みを語りました。

白菜収穫体験の様子

合鴨農法や農業の新技術を学習

生活改善クラブの皆さんとの調理実習

白菜は、平澤さんから町内全校の学校給食にも提供していただきました。

Town NewsTown News
まちのできごとまちのできごと
Town News
まちのできごと
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Neighboring town

水戸市
水戸まちなかフェスティバル2024
　～帰ってきたストリート文化祭～
　水戸まちなかフェスティバルが時期を変え、５年
ぶりに水戸のまちなかに帰ってきます！
　中心市街地のメインストリートを舞台に、これま
で同様アート、ワークショップ、グルメを楽しめる
のはもちろん、ステージでは高校生や市民によるス
テージパフォーマンスが開催されるなど、子どもか
ら大人まで楽しめ
る企画が盛りだく
さんです。
ぜひ、ゴールデン
ウィークは水戸のス
トリート文化祭で楽
しい一日をお過ごし
ください！

笠間市
第53回笠間つつじまつり
　園内には、さまざまな品種のつつじが植えられて
おり、見頃を迎えると、小高い山一面が真っ赤に染
まります。
　ゴールデンウィー
ク期間中には、ツリ
ークライミングやお
囃子など多彩なイベ
ントも開催しますの
で、春の笠間へぜひ
お越しください。

▶日　時 ５月３日（金・祝）
 午前10時～午後４時
▶会　場 水戸市中心市街地（国道50号等）
詳細は下記ホームページをご覧ください。
https://www.city.mito.lg.jp/site/mito-fes/
　【問合せ先】水戸市　商工課
　　☎ ０２９－２２４－１１１１（内線3023）

▶期　間 ４月13日（土）～５月６日（月・振）
▶会　場 笠間つつじ公園（笠間市笠間616-7）
▶入園料　 大人：500円（高校生以上）
 ※中学生以下および障害者手帳をご提示の方は
 　無料（障がい者1名につき介護者1名無料）
 ※団体割引（20名以上）は100円引き
　【問合せ先】(一社）笠間観光協会
　　☎ ０２９６－７２－９２２２
　　笠間観光協会ホームページ
　　https://www.kasama-kankou.jp/page/dir000126.html
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の
ア
ン
テ
ナ
が
輝
い
て
い
る
。

き
ゅ
う

ふ　

と　

ん

○
家
が
無
い
電
気
が
来
な
い
水
が
無
い

あ
た
り
ま
え
が
幸
福
な
ん
だ

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

煙
石
岡
の
駅
に
降
り
立
つ
孫
の
悲
鳴
筑
波

颪
の
洗
礼
受
け
て小堤

美
智
子（
小　

堤
）

煙
こ
の
鍋
も
何
か
文
句
が
あ
る
ら
し
く

い
つ
も
こ
こ
か
ら
噴
き
出
し
て
い
る

中
島
三
千
代（
桜
の
郷
）

　

一
幅
の
掛
絵
と
な
る
や
し
ら
梅
の
満

開
な
り
て
澄
み
た
る
み
空

二
宮
不
二
子（
大　

戸
）

　

飛
来
し
て
白
鳥
達
が
呼
び
掛
け
る
背

す
じ
伸
ば
し
て
歩
き
な
さ
い
と

内
田　
　

理（
長　

岡
）

　

神
社
被
災
ト
ラ
ッ
ク
の
荷
台
で
福
は

内
豆
を
手
に
し
た
子
供
ら
は
笑
む

河
野　

久
子（
網　

掛
）

　

ふ
い
に
来
て
あ
っ
と
言
う
間
に
奪
い

去
る
自
然
災
害
家
を
命
を

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

初
給
料
の
孫
よ
り
羽
毛
布
団
贈
ら
れ

て
目
頭
熱
く
朝
夕
手
合
わ
す

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

　

梅
桜
桃
の
つ
ぼ
み
も
膨
ら
ん
で
弥
生

三
月
庭
の
華
や
ぐ

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

初
物
は
何
と
美
味
し
い
筍
に
た
ら
の

芽
て
ん
ぷ
ら
す
ぐ
時
期
が
来
る

大
場　

邦
男（
長　

岡
）

○
の
っ
こ
み
鯉
背
び
れ
見
せ
た
り
涸
沼
か
な

片
岡　

忠
彦（
長　

岡
）

煙
余
生
な
お
夢
ふ
く
ら
ま
し
初
暦

鳥
羽
田
早
苗（
鳥
羽
田
）

煙
か
じ
か
み
て
春
は
名
の
み
の
指
の
先

白
田　

美
鶴（
網　

掛
）

　

白
梅
や
真
白
き
猫
の
寝
息
か
な

佐
藤
よ
し
子（
谷
田
部
）

　

鉢
植
え
の
芽
が
出
ま
し
た
ね
春
し
ら
せ

富
田　

満
男（
小　

幡
）

　

地
に
潜
る
虫
も
戸
惑
う
野
焼
か
な

野
口　

秋
夫（
上
石
崎
）

　

風
そ
よ
ぐ
長
い
袂
の
梅
大
使

浦
井　

正
子（
宮
ヶ
崎
）

　

梅
の
香
は
白
寿
迎
え
し
義
姉
に
舞
う

髙
見　

英
子（
大　

戸
）

　

母
ゆ
ず
り
振
袖
嬉
し
孫
二
十
歳

村
井　

孝
子（
長　

岡
）

　

か
さ
か
さ
と
唇
荒
れ
て
涅
槃
西
風

小
堤
美
智
子（
小　

堤
）

【問合せ先】 秘書広聴課　協働推進グループ ☎０２９－２９１－８８０２（直通）
　　　　　　　　※４月１日以降
 　桜の郷コミュニティーセンター ☎０２９－２１９－００４４

　令和６年４月から、茨城町桜の郷コミュニティーセンターの諸室の貸し出しを開始します。
　町民の皆さまの交流活動や地域のコミュニティー活動などに、是非ご活用ください！
▶施設の名称及び所在地
　　桜の郷コミュニティーセンター（茨城町桜の郷３１１４－９）
▶開館時間
　　午前８時30分～午後５時
▶休館日
　　毎週月曜日及び木曜日
　　※祝日の場合は、その翌日が休館日となります。
▶各諸室の使用料

茨城 桜 郷 諸室 貸 出 開始

令和６年４月から が使用できる
ようになります！

＜集会室１＞ ＜調理室＞

使用方法や施設の詳細など、詳しくは下記までお問い合わせください。

２，０００円
１，０００円
２，２００円
８００円

５，０００円

集会室１
集会室２
調 理 室
和　　室
全　　室

諸室名
時間帯別使用料

午　前
(９時～12時30分)

午　後
(１時～４時30分)

２，０００円
１，０００円
２，２００円
８００円

５，０００円

HPはこちら

▲
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水戸･勝田都市計画の
決定告示について
水水水水水水水水戸戸戸戸戸戸･･
決決決決決決決定定定定定定定告告告告告告

お知らせ

令和６年度からの
新型コロナワクチン接種について
令和６年度からは、下記のとおり接種を予定して
います。（自己負担あり）
○接種時期　毎年秋から冬に１回接種
○接種対象者
　・65歳以上の高齢者
　・60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機能等
　　に重い障害がある方（身体障害者１級程度）
※接種対象でない方が接種を希望する場合は、
「任意接種」として接種することができます。

その他、詳細については、広報紙等でお知らせします。
【問合せ先】健康増進課　☎029－240－7134（直通）
※「新型コロナウイルスワクチン接種コールセンター」での相
談予約業務は、令和6年3月29日（金）で終了となります。

合併処理浄化槽設置補助金の
希望者を募集します
合併処
希望者募　　集

防災行政無線テレフォンサービス
放送内容が、自動音声で流れます。
☎０８００－８００－８８４８（通話料無料）

登録制メール配信サービス
放送内容を、放送と同時にメールで配信します。

防災行政無線の放送内容の確認にご利用ください

その他、町ホームページにも放送内容を掲載しています。

　町では茨城中央工業団地地区において、企業立地
のニーズ変化に対応し、茨城中央工業団地を中心と
した産業・生産拠点の構築を更に推進するため、用
途地域の変更、地区計画の変更に係る決定告示を、
令和６年３月21日に行いましたのでお知らせします。
　なお、都市計画の図書については、町都市整備課
で縦覧することができます。
▶都市計画の種類
　用途地域及び地区計画の変更（茨城中央工業団地地区）
▶縦覧場所　都市整備課
【問合せ先】都市整備課
　　　　　　☎０２９－２４０－７１１６（直通）

人工内耳講演会
聞こえに悩むあなたに
― 人工内耳という選択 ― 

　　　 　 ☎☎☎☎☎☎☎０００００００

人人人人人人人工工工工工工工工内内内内内内
聞聞聞聞聞聞こここここここええええええ
―――――  人人人人人人人

お知らせ

　聴力を失った方や低下した方を対象に、人工内耳
講演会を開催します。新しい聞こえの方法を考えて
みませんか。ご家族の方や関心のある方もご参加く
ださい。
▶日　　時　4月21日（日）　午後１時～３時30分
▶場　　所　水戸市福祉ボランティア会館
　　　　　　ミオス１階　大研修室（JR赤塚駅前）
▶内　　容　人工内耳リハビリテーションの過去と

未来
▶講　　師　城間　将江（国際医療福祉大学教授）
▶参 加 費　無料

【申込・問合せ先】
　　（一社）人工内耳友の会ACITA茨城支部
　　FAX ０２９－３５７－７９４４
　　　☎ ０８０－６６６９－６６３５（川口方）

　町では、し尿と生活雑排水を一緒に処理できる合
併処理浄化槽を設置する方に対して、予算の範囲内
で設置費用の一部を補助しています。
※事務所等の10人槽までの転換も補助金の対象とな
ります（詳しい条件等は下記問合せ先まで）。

▶補助内容

※補助を受ける方のうち、既設の単独処理浄化槽及
びくみ取り槽を撤去するときは、撤去費用の一部
（単独処理浄化槽限度額120,000円／基）（くみ
取り槽限度額90,000円／基）を補助します。
※既設の単独処理浄化槽及びくみ取り槽からの転換
をするときは、宅内配管工事費の一部（限度額
300,000円／基）を補助します。
▶受付期間
４月１日（月）～５月10日（金）
午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝日を除く）

▶申込できる方
　茨城町に住民登録のある方で、公共下水道区域
及び農業集落排水事業実施区域を除く区域におい
て、令和７年２月末までに家屋に高度処理型合併
処理浄化槽（Ｎ型）が設置できる方。ただし次の
場合は補助対象となりません。
①販売の目的で、合併処理浄化槽付き住宅等を建
築する場合
②住宅等を借りている方で、賃貸人の承諾が得ら
れない場合
③町税等を滞納している場合
④家屋を新築または、建築確認の伴う改築をする
場合
⑤従前から設置されていた合併処理浄化槽を更新
する場合

▶申込方法
下水道課へ直接お申し込みください。その際、
現在の排水の処理状況、浄化槽を設置する住宅の
延べ床面積をうかがいますので、事前にご確認の
上お越しください。
※１　応募者多数の場合は、抽選となりますので、
あらかじめご了承願います。

※２  国及び県の補助制度改正が行われた場合、補
助額や補助対象が変更となる事があります。

【問合せ先】下水道課　農業集落排水グループ
　　　　　　☎０２９－２４０－７１２８（直通）

５人槽

７人槽

10人槽

補助人槽 補助限度額
(1基あたり) 補助対象要件

360,000円

462,000円

585,000円

延べ床面積
140㎡(約42.35坪)以下のもの
延べ床面積
140㎡(約42.35坪)を超えるもの
台所及び浴室が２か所以上ある場合
（二世帯住宅等）
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情報

お知らせ

「急いでも 見逃さないで 小さな手」
春の全国交通安全運動
４月６日（土）～４月15日（月）の10日間

「急い
春の全
４月６

　春は、新生活が始まり、新入学児童・生徒の登下
校中の交通事故の危険性が高まります。ドライバー
は、歩行者優先の意識を持ち、「思いやり・ゆずり
合い」運転を心がけましょう。歩行者は、ドライ
バーに対して、道路を横断する意思を明確に伝え、
周囲の安全を十分確認して横断しましょう。自転
車・電動キックボード等を利用する際は、ヘルメッ
トを着用しましょう。
　一人ひとりが交通安全について考え、交通ルール
をしっかり守り、交通マナーの向上に取り組むこと
で、交通事故を防止しましょう。

 確認しよう！運動の重点
・こどもが安全に通行できる道路交通環境の確保
と安全な横断方法の実践

・歩行者優先意識の徹底と「思いやり・ゆずり合
い」運転の励行

・自転車・電動キックボード等利用時のヘルメッ
ト着用と交通ルールの遵守

【問合せ先】　地域政策課
　　　　　　☎ 029－215－8003（直通）

お知らせ

４月の納税
〇固定資産税　　　　　　１期
〇介護保険料　　　　　　１期
・下記納期限までに金融機関、コンビニ、スマホ
決済アプリ、地方税お支払サイトまたは役場窓
口で納付しましょう。
・令和６年度最初の納税となりますので、納め忘
れがないようにしましょう。

納期限は４月30日（火）

小学校新入学祝い品（ランドセル）
を贈呈します

　町では、子どもの健やかな成長を祝うとともに子
育て世帯の負担軽減を図るため、令和７年度に小学
校へ入学する児童に、入学祝い品としてランドセル
を贈呈します。
▶対　　象　
　町に住所を有する、平成30
　年４月２日～平成31年４月
　１日に生まれた児童
▶新入学祝い品
　ランドセル（６色からお選
びいただけます）

▶見本品展示会
　５月24日（金）～26日（日）
　茨城町駒場庁舎
　※詳細な日時は、４月下旬頃に対象者へ通知します。
▶贈呈時期　令和７年１月に贈呈予定です。
　※この事業は、ふるさと納税を通して全国の皆様か 
　　らいただいた寄附金を活用して、実施しています。

【問合せ先】学校教育課　総務グループ
　　　　　　☎０２９－２４０－７１２１（直通）

昨
年
の
見
本
品
展
示
会
の
様
子

茨城町公式ＬＩＮＥ
町の情報を好評配信中！
ぜひご登録ください！
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【予約・問合せ先】こども課　子育て支援センター　☎０２９－２９１－０９８０（直通）
茨城町総合福祉センター「ゆうゆう館」内　　　　

対　　象　茨城町に住民票のある未就学のお子さんと保護者
開放時間　午前及び午後の２部制
　　　　　＊土曜日の開放は行いません。
　　　　　平日  《午前》 ９時30分～11時30分
　　　　　　　 《午後》 １時30分～３時30分
予約受付　月曜日～金曜日の午前９時～午後４時
　　　　　(当日予約も承ります)

＊希望日の前週の月曜日より、電話ま
たは子育て支援センターの窓口で受け
付けます(定員になり次第締め切り)。

そ の 他
・予約できる方は利用する保護者のみです。
・兄姉であっても小学生の利用はご遠慮ください。
・詳細は受付の際にお伝えします。

読み聞かせ
日　時　４月３日（水）　午前11時～11時15分
　　子育てボランティアが絵本や紙芝居の読み聞かせに来て
くれます。親子でゆったりとお話の世界を楽しみましょう。

ボランティアによるピアノ演奏
日　時　４月19日(金)　午前11時～11時15分
　　毎月一回、ボランティアのサニーNAOKOさんによる
演奏があります。お子さんと一緒に心地良い音色で癒や
されましょう。

　
まんまるたいむ
時　間　午前11時～11時15分
　　「わくわくおはなし」「ふれあいあそび」「リズムであそ
ぼう」などを日替わりで行います。

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

子育て相談
ご利用ください

対　　象　未就学のお子さんをもつ保護者
場　　所　子育て相談室
受付時間　月～金　午前９時～午後５時（※祝日を除く）
　　　　　４月６日（第１土曜日）
　　　　　　　　午前９時～午後４時30分  
　子育てに関する悩みや不安、誰かに話を聞いてもらい
たいことなど、さまざまな相談に保育士が対応します。
相談の間、保育士にお子さんを預けることができます
（月～金）。
　電話での相談も受け付けていますので、どうぞお気軽
にご連絡ください。

まんまるーむのご案内まんまるーむのご案内まんまるーむのご案内 要予約

（各５組程度）

　保育士による楽しい出し物や、お友達との交流タイムもあ
ります。皆様のお越しをお待ちしています。
対　　象　茨城町に住民票のある４月・５月生まれの未就学
　　　　　のお子さんと保護者（２か月合同でのお誕生会となります）
日　　時　４月25日（木）　午前11時～11時30分
場　　所　まんまるーむ（定員５組）
予約受付　４月15日(月)～24日（水）
 　午前９時～午後４時　※土・日・祝日を除く。

電話または子育て支援センター窓口で受け付け
ます（定員になり次第締め切り）。

４月から
まんまるーむの
お誕生会が始まります！

まんまるーむってこんなところ！

ワンフロアの広いお部屋に様々な
遊びのコーナーを用意しています

小さなお子さんも安心して過ごす
ことが出来る畳の赤ちゃんコーナー

子ども達に大人気の手作り
おもちゃ！
掃除機とままごとコーナー

要予約・定員５組
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▶対象　下記の要件を満たしている方

▶健診機関

▶注意事項
　　・町の補助を使って人間ドック等を受診する方は、令和６年度に茨城町の受診券を使用して特定健康診査、
　　　後期高齢者健康診査を受診することはできません。 
　　・人間ドックで受診したがん検診と同じ検査を、町の集団健診で受診することはできません。
　　・健診結果は、町の保健事業に活用します。

▶申請期間　４月10日（水）～５月31日（金）
　　　　　　※土・日・祝日を除く 午前８時30分～午後５時15分 
▶補助金額　25,000円（自己負担額は健診機関にお支払いください）
▶受診までの流れ（今年度より、町へ申請をする前に健診機関に予約をしてください）

▶対象　下記の要件を満たしている方

人間ドック・脳ドック費用の補助について

【申込・問合せ先】　保険課　☎０２９－２４０－７１１３（直通）

　国民健康保険・後期高齢者医療保険に加入している方を対象に、
人間ドックまたは脳ドックの費用の一部を助成します。
　疾病の早期発見、早期治療により健康増進を図りましょう !

て

国民健康保険に加入の方　定員：240人 後期高齢者医療保険に加入の方　定員：70人
①茨城町の国民健康保険に加入している方
※受診日までに国民健康保険の資格を喪失した方は、補助対象外
②令和６年４月１日現在で満40歳以上の方 
③国民健康保険税を完納している世帯の方

①町内に住所を有する後期高齢者医療保険に
　加入している方
②後期高齢者医療保険料を完納している方

13,500円
14,600円
23,675円
17,900円
29,450円
17,900円
16,800円
19,000円

 胃バリウム　16,800円
 胃内視鏡※1　21,200円

19,000円
17,900円
19,000円
16,690円
18,120円
19,000円
46,500円
43,200円
87,200円

脳ドック
人間ドック
脳ドック
人間ドック
脳ドック
人間ドック
人間ドック
脳ドック

人間ドック(定員30人)

脳ドック(定員50人)
人間ドック
人間ドック
人間ドック(定員20人)
人間ドック
人間ドック （合計で10人）脳ドック　　 
人間ドック
人間ドック＋脳ドック

茨城町奥谷1076

大洗町大貫町915

水戸市三の丸3-12-48

水戸市双葉台3-3-10

水戸市宮町3-2-7

水戸市六反田町1136-1

水戸市白梅3-4-8
水戸市赤塚1-1
水戸市笠原町489-5
水戸市笠原町489

笠間市鯉淵6528
 
つくば市天久保2-1-1

脳神経外科ブレインピア桜ヶ丘

大洗海岸病院

水戸赤十字病院

水戸済生会総合病院

水戸協同病院

水戸中央病院

東関東クリニック 
水府病院 
茨城県総合健診協会
茨城県メディカルセンター

茨城県立中央病院 

筑波大学附属病院

名　称 所在地 種　別 自己負担額

1.　健診機関へ予約 申請方法  　下記3つのうち、いずれか1つ
① 電子申請
　  右記の二次元バーコードまたは
　  町ホームページから
　  お申し込みください。
　  4月10日（水）8：30～ 以降24時間対応

② 電話 で申請　
 　 保険課
 　 （☎ 029ｰ240ｰ7113）
　  にご連絡ください。

③ 窓口 で申請　
 　 保険証を持参し、保険
　　課にお越しください。

2.　保険課へ補助申請

3.　保険課から決定通知送付

4.　人間ドック等を受診

）

※1　後期高齢者医療保険の方は、必ず胃内視鏡検査となります。
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みんなの

図書館

［材料］４人分
たけのこ水煮 400ｇ
鶏もも肉 300ｇ
にんじん 100ｇ
しいたけ 60ｇ
いんげん 50ｇ
しょうが １かけ
酒 大さじ３
水 １カップ
赤唐辛子 １本
しょうゆ 大さじ２
みりん 大さじ２
砂糖 大さじ１
サラダ油 大さじ１/２

〈作り方〉
①　たけのこの穂先は４等分に切り、根本は１cm幅の半月切りにする。鶏もも肉は３ｃｍ角切り、にん
　んは拍子切り、しいたけはそぎ切り、いんげんは半分に切る。しょうがは薄切りにする。
②　鍋にサラダ油を中火で熱し、①の鶏もも肉を入れて両面を焼く。①の残りの具材を加えていため、
　Ａを加える。
③　煮立ったら、Ｂを加えて、落としぶたをし、弱火にして20分程煮る。

①　やまいもやにんじんは１㎝厚さのいちょう切り、ごぼうは１㎝幅の小口切り、しいたけは四つ切り、
　ベーコンは１㎝角切り、ブロッコリーは小房に分ける。
②　耐熱容器にブロッコリーと水（分量外：小さじ２）を加え、ラップをして電子レンジ（600w）で２
　分加熱をする。
③　鍋にオリーブオイルを入れ弱火で熱し、Ａをいためる。
④　③に水を加え、具材がやわらかくなるまで弱火で15～20分程煮る。
⑤　具材がやわらかくなったら、Ｂを加え、弱火で煮る。
⑥　⑤に②のブロッコリーを加え、お皿に盛り付ける。

〈作り方〉

ポイント☝
　たけのこに鶏肉の旨味が染み込んで、ごはんがすすむ一品です。

［材料］４人分
やまいも 100ｇ
サラダ豆（水煮） 70ｇ
にんじん 50ｇ
ごぼう 50ｇ
しいたけ 30ｇ
ベーコン 80ｇ
ブロッコリー 50ｇ
水 300㏄
牛乳 400㏄
顆粒コンソメ ３ｇ
オリーブオイル 小さじ１

栄養成分（1人分）
エネルギー 225kcal
塩　分 0.9g

栄養成分（1人分）
エネルギー 184kcal
塩　分 1.7g

兼
献
献
験

兼
献
献
献
献
献
献
献
験

兼
献
献
献
験

A

兼
献
献
験

Ｂ

Ａ

Ｂ ポイント☝
　野菜や豆の本来の甘みを感じることができる一品です。
　やまいものホクホク感を楽しむことができます。

健
康
を
め
ざ
し
た

レシピのご紹介

健
康
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健康
レシピ

健
康
テ
ー
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「
春
バ
テ
予
防
レ
シ
ピ
」

　４月は新生活を始める方が多くなる時期です。一方春先は、約９割の人が、心と体にさまざまな不調
（＝春バテ）を感じると言われています。
　気象変化が大きく、普段よりも体調を崩しやすい季節です。旬の野菜をたっぷり食べて、元気に新生活を
迎えましょう。

　４月は新生活を始める方が多くなる時期です。一方春先は、約９割の人が、心と体にさまざまな不調
（＝春バテ）を感じると言われています。
　気象変化が大きく、普段よりも体調を崩しやすい季節です。旬の野菜をたっぷり食べて、元気に新生活を
迎えましょう。

　４月は新生活を始める方が多くなる時期です。一方春先は、約９割の人が、心と体にさまざまな不調
（＝春バテ）を感じると言われています。
　気象変化が大きく、普段よりも体調を崩しやすい季節です。旬の野菜をたっぷり食べて、元気に新生活を
迎えましょう。

check

【問合せ先】健康増進課
☎ 029－240－7134（直通）

町ホームページには、
これまでの健康レシ
ピを掲載しています。
ぜひご覧ください。

～ 春バテを防ごう！ ～
●食生活のポイント
　①食事は１日３回とりましょう
　　かむ動作によって脳は安らぎを感じると言われています。
　　また、食事の時間を確保することで心に余裕も生まれます。
　②起床時に水を飲みましょう
　　コップ１杯の水分補給によって、腸が刺激され、動きが活発
　　になり、さらに血流もよくなります。
●５つのおすすめ栄養素
　・ビタミンA（鶏肉、うなぎ、にんじん） ・ビタミン E（大豆製品、ナッツ類、ほうれん草）     
　・ビタミン B1（豚肉、かつお、卵） ・カルシウム（乳製品、大豆製品、小魚）
　・ビタミンC　( いちご、キウイ、ブロッコリー )
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新刊続々

おすすめ 　　着本新

みみんなの

図書館
みんなの

図書館

◆
新
刊
・
新
着
本
の
ご
案
内

図書館カレンダー
４月の休館日は、
１日（月）、８日（月）、15日（月）、18日（木）、22日（月）、28日（日）、29日（月）です。

茨城町立図書館
☎ 029－240－7131
ホームページ
http : //www.lib.t-ibaraki.jp/
携帯電話
https://www.lics-saas.nexs-service.jp/ibaraki/mobile/index.do

お

絵

図書館「おとぎのくに」で開催します。

イベント情報

はなし会（毎月第２、４土曜日）

本となかよし（毎月第２、４木曜日）

スマートフォン用

 夜露がたり 有罪、とAIは告げた国歌を作った男K+ICO

　僕は小学生の時にバッテリー
を組んでた一個下の春と再会し
た。そしたら一瞬にして、僕は
怪しい闇バイトに巻き込まれ始
めた……。でも、見たり聞いた
りした世界が全てじゃなくっ
て、その裏には、というか普通
の人が合わせるピントの外側に
はまったく知らない世界がぼや
けて広がってた――。

（宮内　悠介 著）（上田　岳弘 著） （中山　七里 著）（砂原　浩太朗 著）

　生きとし生けるものを温かく
包み込む慈愛の物語。ひとが暮
らすところには、いつも川が流
れている。両親の離婚によって
母親の実家近くに暮らし始めた
望子。そのマンションの部屋か
らは郊外を流れる大きな川が見
える。父親との面会、新しくで
きた友達。望子の目に映る景色
と彼女の成長を活写した「川の
ある街」。

みどりいせき
（大田 ステファニー歓人 著）

川のある街
（江國　香織 著）

きみは、ぼうけんかせがのびるふでばこのくにの冒険 ひとつぶのおくりもの

みどりいせき

（やぎゅう　げんいちろう さく）（マーシー･キャンベル 文） （シャフルザード･ シャフルジェルディー 文）（村上　しいこ 作）

　４月13日（土）　午後２時～２時30分
　４月27日（土）　午前11時～11時30分

　４月11日（木）　午前10時30分～11時
　４月25日（木）　午前10時30分～11時

の予約人気図書の紹介２月
【一般図書の部】
〇ブラック・ショーマンと覚醒する女たち （東野　圭吾 著）
〇彷徨う者たち （中山　七里 著）
〇暗殺 （赤川　次郎 著）
〇君が手にするはずだった黄金について （小川　　哲 著）
〇警官の酒場 (佐々木　譲 著）
【児童図書の部】
〇映画すみっコぐらし　ツギハギ工場のふしぎなコ (小宮山みのり 文）
〇おしり （三浦　太郎 作）
〇おにぎりたべよう！ （五味　太郎 脚本）
〇彼女たちのバックヤード （森埜 こみち作）
〇がっこうのおばけずかん （斉藤　   洋 作）
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　４月は新生活を始める方が多くなる時期です。一方春先は、約９割の人が、心と体にさまざまな不調
（＝春バテ）を感じると言われています。
　気象変化が大きく、普段よりも体調を崩しやすい季節です。旬の野菜をたっぷり食べて、元気に新生活を
迎えましょう。
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2024年（令和６年）
４月１日　発行

◆編集・発行
　茨城町　町長公室　秘書広聴課
　〒311－3192
　茨城県東茨城郡茨城町小堤1080
　☎ 029－292－1111
　メールアドレス
　ibarakit@town.ibaraki.lg.jp

◆人口
　住民基本台帳
　令和６年２月末現在
　男　15,369人
　女　15,266人
　総人口　30,635人
　世帯数　13,422世帯

◆茨城町民憲章
１　ふるさとの自然を守り、美し

い環境の町をつくりましょう。
１　からだをきたえ、教養を高め

て、すこやかな町をつくりま
しょう。

１　隣人や家庭の愛を大切にし
て、まごころのかよい合う町
をつくりましょう。

１　自分の仕事に責任と誇りをも
ち、活気に満ちた町をつくり
ましょう。

１　文化遺産を愛護し、先人の努
力に感謝できる町をつくりま
しょう。

◆町の花　桜
◆町の木　梅
◆町の鳥　うぐいす

◆町の防災行政無線が聞き取れ
なかった場合

　防災行政無線テレフォンサービス
　☎０８００－８００－８８４８
　　（通話料無料）
　町ホームページにも放送内容
を掲載しています。

◆町の情報発信中!!
●町公式ホームページ
　https://www.town.ibaraki.lg.jp/

●町公式Ｘ（旧ツイッター）
　https://twitter.com/IbarakiTownMati/

●町公式インスタグラム
　https://www.instagram.com/townibaraki_official/

●町公式ライン
　https://page.line.me/?accountId=ibarakitown

No.1103
April  2024

Ibaraki Public Information広報

再生紙を使用しています

さくらこども園ちびっ子アート
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里山に育む生きものたち
№141　キツネアザミ
（キク目　キク科）

学名 Hemisteptia lyrate 

写真・文　 安　昌美

(Bunge) 
Fisch.et C.A.Mey.

▼
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
と
は

　

キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
属
の
越
年

草
で
す
。
葉
を
地
表
に
ロ

ゼ
ッ
ト
状
に
ひ
ろ
げ
、
寒
い

冬
を
越
し
ま
す
。
春
に
茎
を

の
ば
し
、
高
さ
は
20
〜
90
㎝

に
な
り
ま
す
。
花
期
は
５
月

〜
６
月
で
、
一
見
ア
ザ
ミ
に

似
た
頭
花（
写
真
）を
つ
け
ま

す
。
茎
に
着
く
葉
は
ア
ザ
ミ

よ
り
柔
ら
か
く
、
葉
の
裏
は

白
く
、
手
で
握
っ
て
も
痛
く

あ
り
ま
せ
ん
。

　

国
内
で
は
本
州
〜
沖
縄

で
、
国
外
で
は
朝
鮮
半
島
、

台
湾
、
中
国
〜
イ
ン
ド
、
ネ

パ
ー
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

に
分
布
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
茨
城
県
内
で
も
各
地
に

見
ら
れ
ま
す
が
、
都
市
部
よ

り
は
人
里
と
呼
ば
れ
る
人
家

と
田
畑
が
見
ら
れ
る
地
域

で
、
農
道
の
端
や
田
畑
の
畔

な
ど
耕
地
の
あ
る
よ
う
な
所

に
生
育
し
て
い
ま
す
。
町
内

で
も
や
や
普
通
に
あ
り
、
野

帳
に
記
録
す
る
よ
う
に
な
っ

て
か
ら
は
、
平
成
７
年
（
野

曽
・
下
石
崎
・
常
井
・
南
川

又
）
、
平
成
13
年
（
大
戸
・

上
石
崎
）
、
平
成
29
年
（
馬

渡
）
が
あ
り
ま
す
。

　

生
育
地
な
ど
考
え
て
、
米

や
麦
な
ど
の
種
子
を
持
っ
て

日
本
に
渡
っ
て
き
た
人
達

が
、一
緒
に（
種
子
に
混
じ
っ

て
）
持
っ
て
き
た「
史
前
帰

化
植
物
」と
さ
れ
て
い
ま

す
。

▼
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
と
い
う
名
前
は

　

キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
（
狐
薊
）

は
、
ア
ザ
ミ
の
よ
う
で
ア
ザ

ミ
で
な
い
こ
と
か
ら
、
何
か

キ
ツ
ネ
に
騙
さ
れ
た
よ
う
な

こ
と
か
ら
で
は
な
い
か
と
の

説
が
多
い
で
す
。
し
か
し
、

花
の
形
を
化
粧
道
具
の
眉
掃

（
ま
ゆ
は
き
）に
見
立
て
て
、

江
戸
時
代
に
は
キ
ツ
ネ
ノ
マ

ユ
ハ
キ
、
ま
た
は
マ
ユ
ハ
キ

ア
ザ
ミ
と
呼
ば
れ
て
い
た
こ

と
か
ら
、
そ
う
し
た
江
戸
時

代
の
呼
び
名
か
ら
き
て
い
る

と
い
う
説
も
あ
り
ま
す
。

　

学
名
の
変
遷
（
特
に
属
名

に
つ
い
て
）
を
見
ま
す
と
、

ア
ザ
ミ
属
や
ト
ウ
ヒ
レ
ン
属

と
さ
れ
た
時
代
も
あ
り
ま
し

た
。

▼
史
前
帰
化
植
物

　

一
般
に
帰
化
植
物
と
さ
れ

る
の
は
、
江
戸
時
代
末
期
か

ら
明
治
時
代
以
後
に
日
本
に

入
っ
て
き
た
植
物
で
、
栽
培

さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、

野
生
状
態
で
生
育
し
て
い
る

も
の
を
い
い
ま
す
。
外
国
産

の
園
芸
品
種
が
野
生
化
し
、

帰
化
植
物
と
さ
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。

　

一
方
、
非
常
に
古
い
時

代
、
歴
史
が
記
録
さ
れ
る
以

前
に
、
日
本
に
農
耕
伝
来
と

一
緒
に
入
っ
て
き
た
植
物
を

「
史
前
帰
化
植
物
」
と
い
い

ま
す
。
キ
ツ
ネ
ア
ザ
ミ
は
麦

栽
培
に
伴
う
史
前
帰
化
植
物

と
さ
れ
、
稲
栽
培
に
伴
う
も

の
と
し
て
は
、
イ
ヌ
タ
デ
、

ク
サ
ネ
ム
、
イ
ヌ
ビ
エ
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

　

現
在
は
米
や
麦
の
栽
培
法

が
昔
と
異
な
り
、
雑
草
の
種

類
も
変
化
し
、
減
少
し
て
い

ま
す
。

　こばり　いちぎ（６歳） 　うえの　なずな （6歳）

「ぼく☆わたし」
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